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論文の内容の要旨

　大震災直後の同時多発出火が都市防災上懸念されているが，本研究は都市部において同時多発出火した場合の

避難状況をモデル化し，大局的にみた被害の構造を把握することを目的としている。具体的には，①同時多発出

火後の避撃行動を簡単な数式モデルにより記述し，避難者が延焼に巻き込まれて被害に遭う確率を理論的に導出

すること，②延焼遮断帯や避難路によって囲まれた領域内で同時多発出火する事態を想定し，避難者が延焼に巻

き込まれる確率と防火区画の規模との関係についての解析的な検討を行うこと，そして③これらのモデルの特徴

と都市防災上の意味についての考察を深めることを昌的としている。

　第2章では，全く安全な場所がないという状況下での同時多発火災を想定し直線的に避難した場合に，最終的

に火災に巻き込まれるまでの距離を被災距離と定義し，被災距離の分布を導出している。なお，解析性を失わな

いため出火の密度および火災の延焼速度と避難者の移動速度の比率をパラメータとしてモデルを構築しているこ

とも特徴の一つである。更に実際の避難行動の多様性を考慮するため，進行方向の転換・避難の開始時刻の遅れ

・安全な領域の存在が被災距離の変化に及ぼす影響についての検討も行っているが，直線的な避難方式の場合の

被災距離分布式を使用しても近似的には問題がないことを示している。

　第3章は，火災が発生していない状況下で，避難路のような線状と避難地のような点状という2種類の避難場

所に辿り着くまでの移動距離を避難距離と定義し，避難距離分布を導出している。この距離分布の適用問題とし

て，平均避難距離を最小化する避難地の最適配置を求める間題について考察している。

　第4章では，安全な場所に辿り着く前に火災に巻き込まれる確率を被災率と定義し，第2章・第3章で導出し

た被災距離分布，避難距離分布を用いて被災率を計算している。成果として，延焼状況についての判断なしに避

難した場合の被災率は出火点数に比例すること，そしてこの比例定数は延焼遮断帯や避難路の整備，避難地の整

備といった都市防災対策の内容によって変化することを示している。

　第5章は，避難時に経路を選択できる場合の被災距離についての考察である。シミュレーション結果にハザー

ド比を用いた分析を行い，ハザード比が被災距離の増加とともに距離の二乗に比例して増加する傾向を明らかに

している。
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　第6章は結論と今後の課題である。成果をまとめるとともに，解析解を導出するために必要であった仮定を緩

和する方向性と必要性についての考察と，特に都市防災計画への適用性について考察を行っている。

審査の結果の要旨

　従来，この分野の研究は出火状況，避難行動をシミュレーションによって再現し，被害想定や施設整備，避難

所配置，避難方式などの検討を行おうとするものが申心であり，本研究のように主として解析的にこの問題に取

り組んだ研究はきわめて少ない。本研究は被災距離分布，避難距離分布，被災率を解析的に導出し，これらを用

いて種々の考察を行っていて，都市計画的にもまた都市解析学的にも興味深いいくつかの知見を得ている。ここ

に，本研究の意義と独創性が存在している。

　しかし，解析性の獲得のために設定した仮定が実際の都市防災計画・政策からみると非常に厳しく，本研究の

成果の直接的な適用はかなり難しいものであることが課題として指摘できよう。このことは，課題として論文申

でもふれられているとともに，今後の研究の方向性についても示されていて，この研究分野の発展に寄与するも

のと考えられる。

　よって，著者は博士（都市・地域計画）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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